Suggestions for classes with dialogic and in-depth learning : Through the viewpoint of teaching methods of arithmetic and mathematics by FUJIMOTO, Sadao










Suggestions for classes with dialogic and in-depth learning

























































































































































年以降 175 単位時間、また中学校第１・３学年 140 単
位時間、第２学年 105 単位時間の中で、どの時間で問
題解決的な学習を取り入れるのかを事前にシラバスを
作成し、計画的に実施することが重要といえる。
　次に、筆者が提唱する「対話的で深い学び」を実現
するための授業の一つである問題解決的な学習の流れ
を紹介する。筆者自身は、常々問題解決的な学習を、
次の①〜④の流れで行っている。
　①　問題把握　　７分程度（１０分程度）
　②　自力解決　　８分程度（１０分程度）
　③　集団解決　２０分程度（２０分程度）
　④　まとめ・適応題・ふりかえり
　　　　　　　　１０分程度（１０分程度）
（　　）内は、中学校における授業を想定している。
　これらの①〜④の各場面において、「対話的で深い
学び」を実現させる授業となるために重視すべき点を
提案していきたい。
①問題把握の場面
　問題を設定する段階において、決まり切った答えを
求める問いや、答えようがない問いなどでは児童生徒
の考え方の種類も少なく、考えが広がったり、深まっ
たりしないので問題解決的な学習にふさわしくないと
考える。よって、まずは「多様な考え」が出される問
いの設定や、児童生徒が挑戦したくなるような問いで
なくてはいけない。
　例えば、小学校第２学年の問題を取り上げてみる。
（※啓林館　算数　２年上 p.14 参照）
　この問題では、数図ブロックの数を数える問題なの
で、全員の児童が参加でき、いろいろな数え方が考え
られる。その中でも、数え方により簡単さ、正確さや
的確さなどが求められるのである。
　この問題のように、子ども自身から「解きたい」、「分
かりたい」や「知りたい」などという欲求を沸きだた
せるような問題を設定しなくては、「対話的で深い学
び」を実現させる授業となるのは難しい。
  
②自力解決の場面
　ここでは、班活動などに全員が参加できるように、
全員の児童生徒に自分の考えをもたせてから集団解決
に臨めるように教師が意図的にもっていくことが重要
である。何の考えももたせずに、班活動に参加した場
合には、話し合い活動には入ることができずに時間が
経過してしまう恐れがあるのはいうまでもない。筆者
の手立てとしては、問題解決的な学習を実施する際
に、必ず２種類の難易度を設定したヒントカードを準
備し、自分自身の考えがもてない子どもに自力解決の
場面で机間指導しながら配付し、少しでも解決に至る
ようにして集団解決に参加できるようにした。
　また、集団解決における班活動等において大変重要
なことは、自分の考えを言葉、数、式や図などに可視
化することである。このことは、自分の考えを自分自
身で明確化するとともに、その考えをもう一度批判的
に考え直すこともできるからである。この可視化した
ものを利用して班活動などで説明したり、仲間がその
可視化したものに付け加えたりするなどして、班全体
の考えとしてつなげ、まとめ上げることも「対話的な
学び」として重要なことである。
　なお、できるだけ学習した数学的な用語・記号を使
用させ、発表させることも重要である。算数・数学科
においての言語活動では、長い文章をかくことが良い
のではなく、できるだけ学習した数学的な用語・記号
を用いて簡潔・明瞭・的確に表すことが求められてい
る。もし、児童生徒が用いていないのであれば、教師
から訂正を加え、慣れさせることが大切である。
③－１　集団解決、特に班活動などの場面
　子ども同士がつながる活動を実施するためには、小
学校では４月からの学級作り、中学校では４月からの
教科指導の最初に次の３つのことを守らせることが大
切であるといえる。　
　一つ目は、分からないことを「分からない」といえ
る子ども、いえる学級。
　二つ目は、「分からない」という仲間の言葉に寄り
添い、付き合うことができる学級。
　三つ目は、子どもたちに「訊く」姿勢を身に付ける
ことができる学級。
　最後の「訊く」は、自分自身から相手につながろう
としていることの意思表示であり、説明している児童
生徒にもよい印象を与えるとともに、「訊く」体勢を
つくることで発表上手な子どもたちを育てることにつ
ながるであろう。
　これらの３つのことを学級や学校において継続的に
実施していくことで、仲間から学ぶことの意味を理解
するとともに、仲間と協働して学ぶことの価値を理解
するようになるであろう。
写真 1　可視化の有効性
「対話的で深い学び」を実現する授業とは
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　また、活動の形態について一番大切なのは、教材に
適した形態で実施することにある。教師自らが教材研
究を行い、この教材を子どもたちに身に付けさせるた
めにはどのような指導が最も適しているのかを探る必
要がある。例えば、小学校低学年ではペア学習が主体
となり、中学年では３人での班活動（かざぐるま）机
を風車の形のように並べて活動を行う、高学年になれ
ば３名の班活動に加えて、討論が必要な場面において
は、３人班と３人班を合わせた６人班をつくって議論
するといった形態が考えられる。ただ、４人班では１
人参加できにくい子どもが生じる場合があり、１０分
程度の班活動という時間的な制約から「最後の仲間が
発表する時間がなかった」ことや「班としての解答を
まとめるために、同じ意見だから途中で切った」とい
う状況に陥ったこともあった。時間的制約と児童の発
言量との兼ね合いも充分検討しておく必要があるとい
えよう。
③－２　集団解決、特に全員で練り上げていく場面
　この場面においては、豊かで「深い学び」が生まれ
るような対話の場作りができるように心がけることが
大切である。そのために教師は、子どもの発言を他の
子どもの発言とをつなぐことが大切である。また、子
どもと学習する対象（教科書や資料）などをつなぐ
ことも大切である。これまで参観した授業において
は、教師の求めている内容の発言が子どもから出た場
合に、即座に飛びつき板書してまとめてしまう場面が
多々みられた。他の児童らは、その児童の発言の意味
を正しく理解しているかは不明である。子どもの発言
をオウム返しすることは避けたいとしても、仲間の子
どもたちに「今、発言してくれたことはどのようなこ
となのか」、「同じことを○○○さんもう一度みんなに
言ってくれる」といったコーディネイトをおこなうの
が指導者の役割であるといえよう。
④まとめ・適応題・ふりかえりの場面
　まとめの場面において「対話的で深い学び」となる
ためには、集団解決で問題解決に必要となる言葉など
を黒板に吹き出しにして残しておくことが大切であ
る。これらの言葉を使ってまとめることで、子どもた
ちは仲間とともに問題を解決し、まとめ上げたといっ
た実感を伴うことができるのである。一方で、集団解
決でよい意見が出たにもかかわらず、教師が模造紙な
どにまとめをかいてきて黒板に貼ってしまう授業は、
子どもたちの達成感を阻害してしまう可能性が高い。
　子どもたちは何のために今までの時間、集団解決を
してきたのかといった落胆の気持ちをもってしまいか
ねない。
　最後に、ふりかえりの場面であるが、ここでは「メ
タ認知」を重要視したい。それは、本時の授業を受け
る前の自分と、受けた後の自分との違いへの気付きが
「深い学び」となっていると考える。
　例えば、ふりかえりで児童生徒が、次の①〜③のよ
うな内容を記述できるように育てたいと考える。　　
①学んだことでの自分自身の成長への気付き。
②学ぶことへの価値や意味の発見。
③仲間とのつながりへの気付き。
　これらのふりかえりを授業中に発表させたり、板書
させたりすることにより、数ヶ月続けていくと子ども
たちのふりかえりにかく内容が変容してくることが分
かる。もし、時間がなかった場合などは、子どもたち
のふりかえりを集めて、算数・数学新聞に掲載し、教
室に貼ることで同様の効果が見込まれる。
　なお、このような実践研究を通して、一番変容しな
くてはいけないのは教師自身であることは言うまでも
ない。自分自身が対話的な授業を受けてこなかったた
めに、仲間と対話し、つながることの重要性を自らの
経験から見出すことは困難ではあると思われるが、新
学習指導要領で求められる重要な視点として、算数・
数学を指導する教師に感得してもらいたい。
４.  おわりに
　本実践研究の目的は、平成 29 年に告示された新学
習指導要領のキーワードの一つである「主体的・対話
写真２　３人班
写真３　ふりかえり
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的で深い学び」を実現するためには授業改善しなけれ
ばならないことを確認するとともに、その中でも「対
話的で深い学び」を実現するための算数・数学科での
授業のあり方を示すことであった。
　このことが重要視されるのは、変化の激しい現代社
会などにおいて会社や行政などで、一つの難題を解決
するために他課から数人招集されプロジェクトを結成
することが多々ある。これはいろいろな分野の専門性
を重視し、一つの課では成し遂げられないことでも、
仲間として知恵を出し合い、協働することで成し遂げ
る力量が求められているのである。
　後数年でこのようなことに直面する児童生徒を、現
段階から対応できるようにすることが指導者側の使命
であるといえる。そのために、「仲間とつながる」、「仲
間の意見を真剣に訊く」、「仲間とともに探究する」や
「仲間とともにふりかえる」ことの価値を理解させる
ことが重要であると考えられる。
　今後、上記で述べた「対話的で深い学び」を実現す
るための算数・数学科での授業のあり方を継承してい
くとともに、もう一段階進歩した算数・数学科の授業
を模索していきたい。
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